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Ⅵ

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

福
祉
の
保
障
（
第
八
条
の
二

第
九
条
の
十
四
）

第
二
章

福
祉
の
措
置
及
び
保
障
（
第
八
条
の
二

第
九
条
の
十
一
）

－
－

第
三
章
～
第
五
章

（
略
）

第
三
章
～
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
第
十
二
項
に
規
定

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す

す
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
児
童
の
健
全
な
育
成
が

る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
児
童
の
健
全
な
育
成
が
図

図
ら
れ
る
よ
う
、
衛
生
及
び
安
全
が
確
保
さ
れ
た
設
備
を
備
え
る
等
に
よ
り
、
適

ら
れ
る
よ
う
、
衛
生
及
び
安
全
が
確
保
さ
れ
た
設
備
を
備
え
る
等
に
よ
り
、
適
切

切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

福
祉
の
保
障

第
二
章

福
祉
の
措
置
及
び
保
障

第
九
条
の
二

居
宅
受
給
者
証
（
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
五
項
に
規
定
す
る
居
宅

受
給
者
証
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
を
受
け
た
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
（

同
項
に
規
定
す
る
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
居
宅
支
給
決
定
期
間
（
法
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る

居
宅
支
給
決
定
期
間
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い

て
、
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
又
は
同
一
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
区
域
内
に
お
い
て
居
住
地
を
移
し
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
居
宅

受
給
者
証
を
添
え
て
、
市
町
村
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
市
町
村
は
、
そ
の
居
宅
受
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給
者
証
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③

居
宅
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
た
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
は
、
居
宅
支
給
決
定

期
間
内
に
お
い
て
、
他
の
市
町
村
の
区
域
に
居
住
地
を
移
し
た
と
き
は
、
十
四
日

以
内
に
、
居
宅
受
給
者
証
を
添
え
て
、
旧
居
住
地
の
市
町
村
に
そ
の
旨
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
三

市
町
村
は
、
居
宅
受
給
者
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
つ
た
居
宅
支

給
決
定
保
護
者
か
ら
、
居
宅
支
給
決
定
期
間
内
に
お
い
て
、
居
宅
受
給
者
証
の
再

交
付
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
居

宅
受
給
者
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
四

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
受
給
者
証
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
九
条
の
五

法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の
う
ち
児
童
居

第
九
条
の
二

法
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
措
置
は
、
当
該
児
童
が
居
宅
に
お
い

宅
介
護
の
措
置
は
、
当
該
障
害
児
（
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
児

て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
児
童
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む

並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
同
項
に
規
定
す
る
便
宜
を
供

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か

与
し
、
又
は
当
該
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
児
童
居
宅
介
護
を
提
供
し
、
又
は
児
童
居
宅
介

護
の
提
供
を
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

②

法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の
う
ち
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

②

法
第
二
十
一
条
の
十
第
二
項
の
措
置
は
、
当
該
児
童
が
日
常
生
活
に
お
け
る
基

ス
の
措
置
は
、
当
該
障
害
児
が
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
を
習
得
し
、
及

本
的
動
作
を
習
得
し
、
及
び
集
団
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該

び
集
団
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精
神

児
童
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切

の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
同
項
に
規
定
す
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
選
定
し
て
行
う
も

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
選
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

③

法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の
う
ち
児
童
短
期
入
所
の

③

法
第
二
十
一
条
の
十
第
三
項
の
措
置
は
、
当
該
児
童
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
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措
置
は
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環

並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
施

境
に
応
じ
て
適
切
な
児
童
短
期
入
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
選
定
し

設
を
選
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
六

（
略
）

第
九
条
の
三

（
略
）

第
九
条
の
七

（
略
）

第
九
条
の
四

（
略
）

第
九
条
の
八

（
略
）

第
九
条
の
五

（
略
）

第
九
条
の
九

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

第
九
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

児
童
を
里
親
又
は
保
護
受
託
者
に
委
託
す
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
に
は
、
児
童
福

児
童
を
里
親
又
は
保
護
受
託
者
に
委
託
す
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
に
は
、
児
童
福

祉
司
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
九
条
第
四

祉
司
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
福
祉
司
又
は
社
会
福
祉
主
事
の
う
ち
一
人
を
指
定
し

項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
福
祉
司
又
は
社
会
福
祉
主
事
の
う
ち
一
人
を
指
定
し

て
、
里
親
又
は
保
護
受
託
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
必
要
な
指
導
を
さ
せ
な
け
れ

て
、
里
親
又
は
保
護
受
託
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
必
要
な
指
導
を
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
十

（
略
）

第
九
条
の
七

（
略
）

第
九
条
の
十
一

（
略
）

第
九
条
の
八

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

第
九
条
の
十
二

（
略
）

第
九
条
の
九

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

第
九
条
の
十
三

（
略
）

第
九
条
の
十

（
略
）
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第
九
条
の
十
四

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
福
祉
の
保
障
に
関
し
必
要
な

第
九
条
の
十
一

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
福
祉
の
措
置
及
び
保
障
に
関

事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
二
条

国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
設
置
す
る
児
童
福
祉
施
設
及
び
児
童
福

第
十
二
条

国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
設

祉
施
設
の
職
員
の
養
成
施
設
は
、
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
夫
ゝ
厚
生
労

置
す
る
児
童
福
祉
施
設
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
の
養
成
施
設
は
、
法
第
四
十

働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
夫
ゝ
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が

、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

第
十
八
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
又
は
法
第
五
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国

第
十
八
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
補
助
は
、
各
年
度
に

庫
又
は
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行

お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
法
第
五
十
条
第
五

う
。

号
の
二
又
は
第
五
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
費
用
の
た
め

一

法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
法
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
居
宅

の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
行
う
。

生
活
支
援
費
又
は
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の

②

法
第
五
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て

支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
第
二
項
第
一
号
（
法

、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
法
第
五
十
一
条
第
二
号
に

第
二
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る

掲
げ
る
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
費
用
の
た
め
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現

て
行
う
。

に
当
該
指
定
居
宅
支
援
（
法
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅

支
援
を
い
う
。
）
又
は
当
該
基
準
該
当
居
宅
支
援
（
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
居
宅
支
援
を
い
う
。
）
に
要
し
た
費
用
（
法
第
二

十
一
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
費
用
を
除
く
。
）
の
額
（
そ
の
費
用
の

た
め
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
収
入
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）
か
ら
、
法
第
二
十
一
条
の
十

第
二
項
第
二
号
（
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を

控
除
し
た
額

二

法
第
五
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第

一
項
の
措
置
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
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よ
つ
て
算
定
し
た
法
第
五
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
法
第
二
十
一
条
の

二
十
五
第
一
項
の
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
額
か
ら
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
当
該
費
用
に
係
る
法
第
五
十
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額
そ
の
他
そ
の
費
用
の
た
め
の
収
入
の
額
を
控
除

し
た
額

第
十
九
条
の
二

第
九
条
の
七
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二

第
十
九
条
の
二

第
九
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二

項
に
規
定
す
る
児
童
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
満
二
十
歳
に
達
し
た

項
に
規
定
す
る
児
童
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
満
二
十
歳
に
達
し
た

後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
そ
の
者
を
児
童
福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
、
若
し
く
は

後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
そ
の
者
を
児
童
福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
、
若
し
く
は

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
継
続
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
措
置
を

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
継
続
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
措
置
を

相
互
に
変
更
す
る
措
置
を
採
る
場
合
に
準
用
す
る
。
法
第
六
十
三
条
の
三
に
規
定

相
互
に
変
更
す
る
措
置
を
採
る
場
合
に
準
用
す
る
。
法
第
六
十
三
条
の
三
に
規
定

す
る
措
置
を
解
除
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

す
る
措
置
を
解
除
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
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